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「 産 業 人 メ ン タ ル ヘ ル ス 白 書 」 
 
～「メンタルヘルスの取り組み」に関するアンケート調査とＪＭＩ健康調査から～ 

 

 
 Ⅰ．企業における「心の病」の実態 
  １．最近３年間の企業における「心の病」は、約半数の企業が「増加傾向」。 

また今後は社会全体でも増加するとの回答が８割を超える。 

２．最も多い疾患は「うつ病」であると、７２．３％の企業が回答。 

３，０００人以上の企業では８４．６％が回答。 

３．心の病による「一ヶ月以上の休業者」は、５８．５％の企業で存在。 

４．相談機能を持つ企業での相談内容については「職場の人間関係に関すること」

（47.8％）と「仕事に関すること」（38.6％）が上位に。 

                     

Ⅱ．メンタルヘルスへの取り組み ～その考え方と実状～ 

  １．明確な基準を持たずに取り組む企業が４割以上。 

２．メンタルヘルスの悪化は、「生産性の低下」に影響との回答が過半数。 

３．安全衛生委員会がメンタルヘルスの取り組みを推進している企業は取り組み範囲・

効果の程度が高い。 

４．メンタルヘルス向上のために行っている仕事・職場の環境整備では「仕事の配分の

適正化」（58.5％）がトップ。 

  

Ⅲ．「生産性とメンタルヘルス」の関係は、影響大 

  １．「自分の仕事」「職場」「会社」の生産性が向上している人と向上していない人では、 

身体･精神･性格･職場各領域の健康度の格差が大きい。 

２．「自分の仕事」の生産性は向上しているとの応答率（56.1％）は高いが、向上して 

いないと答えた人の健康度は極めて低い。 

 

 Ⅳ．「組織健康度」向上に向けて  

  １．「生産性」というキーワードは、メンタルヘルスのバロメーターとなる。 

  ２．個人の健康から組織の健康へ、「組織健康度」を高める取り組みに注力を。 
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Ⅰ．企業における「心の病」の実態 

 

１．約半数（48.9％）の企業において、最近の3年間の心の病（Q24）は「増加

傾向」であると回答している。これを規模別にみると、1,000人未満の企業で

は 34.6％、1,000人から 2,999人の企業では 55.1％、3,000人以上の企業で

は61.5％に上る。 

また、社会全体において、今後の心の不健康者の増減傾向（Q35）について

は、全体の 84.0％と圧倒的多数が増加すると回答している。今後は、企業だ

けでなく、社会全体で一層のメンタルヘルスケアの充実が求められると言えよ

う。行政、医療保健機関、教育機関、企業のそれぞれの特性を活かした対策と、

国民一人一人の認識と予防が必要になってくるだろう。 

 

２．心の病のうち最も多い疾患（Q26）は、「うつ病」（72.3％）が圧倒的であり、

「心身症」（9.2％）、「神経症（ノイローゼ）」（8.5％）が少々みられる。3,000

人以上の企業では、「うつ病」が84.6％という高さである。つまり、今日、「う

つ病」は「大企業従業員症候群」といえるのである。 

 

３．58.5％の企業には、「心の病」で 1ヶ月以上休業している従業員（Q31）が

存在する。さらに、3,000人以上の企業では89.7％にも上っている。 

 

４．1,000人未満の企業では57.0％、1,000人から2,999人の企業では76.4％、

3,000人以上の企業では 91.1％が何らかの形で相談機能を持っており、相談

内容（Q20-SQ2）については、「職場の人間関係に関すること」（47.8％）、「仕

事に関すること」（38.6％）と職場・仕事に関することが上位に並び、次いで

「精神の健康に関すること」（25.6％）、「身体の健康に関すること」（23.7％）

と健康に関することが挙げられている。 

 

 

Ⅱ．メンタルヘルスへの取り組み ～その考え方と実状～ 

 

１．メンタルヘルスの取り組みの基準（Q12）では、「基準を置いていない」が

44.7％を占めている。2001年 6月の名古屋地裁での労災判断を反映させた、

「職場の中で最もストレスに弱いと思われる人を基準に置いて取り組んでい

る」という選択肢に回答した企業は10.3％に止まり、「労働時間管理を基準に

して取り組んでいる」という回答は7.8％だった。これらの結果からは、明確

な基準を持たないままに、メンタルヘルスに取り組んでいる企業の姿が浮き

彫りになったといえよう。 

 

２．メンタルヘルスが悪化した場合の企業に与える影響（Q15）では、「生産性

の低下」（53.9％）が圧倒的であり、次いで「労災・事故等のリスク発生」

（27.3％）となっている。規模別にみると、3,000人以上の企業では「生産性
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の低下」が 64.1％に上り、1,000人未満の企業では「労災・事故等のリスク

発生」が 31.8％となっている。しかし、メンタルヘルスの取り組みの考え方

に近いものという問い（Q10）に対しては、「不調者・病人の早期発見・早期

治療のため」（41.8％）が一番多く、メンタルヘルスの悪化が「生産性の低下」

につながるという認識を持ちながらも、実際には従業員・組織の健康度を上

げて生産性向上を目指しているのではなく、不調者・病人探しが中心になっ

ている姿があらわれている。つまり、問題の認識と問題解決手段の認識に、

ズレがあると考えられる。 

 

３．安全衛生委員会がメンタルヘルスの取り組みを推進している企業は、推進

していない企業に比べて、取り組み範囲・効果の程度が高く、「心の病に関す

る情報提供」（68.0％）、「ストレス解消法の紹介」（50.0％）、「心に関する健

康診断」（37.5％）など熱心に取り組んでいる。従業員一人当たりの年間メン

タルヘルス取り組み費用では 1,000円以上かけている企業が多く、費用対効

果については、「費用を上回る効果が得られている」（11.7％）と回答してい

る割合が高い。また、指針による４つのケアの中では「ラインによるケア」

を優先度として重視している傾向が強い。 

 

４．メンタルヘルス向上のために行っている仕事・職場の環境整備（Q18）では

「仕事の配分の適正化」（58.5％）、「長時間労働、休日出勤の減少」（54.6％）

が上位にきている。特に 3,000人以上の規模の企業では「仕事の配分の適正

化」（69.2％）と「長時間労働、休日出勤の減少」（64.1％）の割合がさらに

高い。また業種別にみると、製造業では、「仕事の配分の適正化」（62.4％）、

「危険を伴う仕事の機械化」（16.1％）、「作業工程の改善」（30.2％）の割合

が高めである。 

 

 

Ⅲ．「生産性とメンタルヘルス」の関係は、影響大 

 

１．ＪＭＩ健康調査に含まれる「生産性」をキーワードにした以下の3つの質

問項目から産業人のメンタルヘルスの状況を分析した。 

 

Q395．自分の仕事の生産性は向上している 

Q297．職場の生産性は向上している 

Q184．会社の生産性は向上している 

 

「自分の仕事」の生産性が向上していると答えた人は、心身の健康度は良

好であり、物事に対する関わり方もエネルギッシュであり、仕事・職場への満

足度も高く、産業人として理想的な姿をあらわしているといえよう。 

これに対し、「自分の仕事」の生産性は向上していないと答えた人は、まっ

たく反対の結果であり、ほとんどの尺度が産業人平均を下回っている。 

「職場」、「会社」の生産性に関する分析においても、同様の特徴が出ている。 
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3つの質問すべてについて、向上しているか、向上していないか、にわけて

分析をしたところ、以下のような傾向が出ている。 

 

 すべて向上している すべて向上していない 

身体領域 愁訴はなく、生活習慣も安定 疲労が極端に強く、身体面の不調感あり 

精神領域 精神面は安定 抑うつ感を中心に、精神面が不安定 

性格領域 バイタリティーが強い 好調感に欠け、消極的姿勢が強い 

職場領域 適応や帰属意識高く、大変良好 希望や帰属意識低く、全般に低い 

 

以上のように、「自分の仕事の生産性は向上している」、「職場の生産性は向

上している」、「会社の生産性は向上している」という3つの質問について、「い

いえ」と回答をしたグループのメンタルヘルスはきわめて悪く、「はい」と回

答しているグループの方が圧倒的に良好であることがわかる。 

 

２．距離感の最も近い「自分の仕事」については、生産性が向上しているとの

応答率は56.1％と3つの質問の中で最も高いが、「自分の生産性」が向上して

いないと答えた人は、3つの質問に対する回答のなかでは、最も結果が悪いば

かりでなく、それひとつの回答だけで、すべての生産性の質問に「いいえ」

と答えた人を重ね合わせたのと同じレベルにある。つまり、こういった側面

からのアプローチも視野に入れたメンタルヘルス活動が望まれるのである。 

 

 

Ⅳ．組織健康度向上に向けて 

 

１．｢生産性が向上している｣と自分の仕事、職場、会社についても感じられる

ことが、メンタルヘルス上のバロメーターとなることが示される。従来から

のメンタルヘルス施策の目指す不調者・病人対策をターゲットにした「属人

的」なアプローチも否定はしないが、職場、会社といった「場」の健康度を

高めるための取り組みにも注力していかなければならない。 
 

２．「組織健康度」とは、働く人の健康・安全・安心という視点と、組織の生産

性向上・組織効率という視点の両立を目指した概念である。メンタルヘルス

活動は、単なる「弱者救済のためのやむを得ないコスト」ではない。個人の

健康問題にとどまらず、「組織の健康」という考え方に基づいた取り組みを推

進することにより、健康な個人とともに健康な組織の実現を目指すことが「組

織健康度」の向上につながるのである。 
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参 考 資 料 

 

＊｢メンタルヘルスの取り組み｣に関するアンケート調査結果 

 

 

１．企業における「心の病」の実態 

 

Ｑ２４．貴社における最近３年間の「心の病」の増減傾向についてお伺いします。 

  該当するもの１つに○をつけて下さい。    

    全体 増加傾向 横ばい 減少傾向 わからない 不明 

  全体 100.0 48.9 24.8 3.5 20.9 1.8 

1,000人未満 100.0 34.6 21.5 6.5 33.6 3.7 

1,000～2,999人 100.0 55.1 24.7 3.4 16.9 0.0 規
模 

3,000人以上 100.0 61.5 26.9 0.0 10.3 1.3 

                                        単位:％ 

 

 

Ｑ２６．「心の病」のうち、どのような疾患が最も多いですか。   

  該当するもの１つに○をつけて下さい。     

    
全体 うつ病 

神経症  

(ﾉｲﾛｰｾﾞ) 
心身症 人格障害 

精神分裂病  

（統合失調症） 
その他 

不

明 

  全体 100.0 72.3 8.5 9.2 0.4 0.4 3.9 5.3 

1,000人未満 100.0 58.9 10.3 14.0 0.9 0.0 7.5 8.4 

1,000～2,999人 100.0 77.5 10.1 6.7 0.0 1.1 2.2 2.2 規
模 

3,000人以上 100.0 84.6 5.1 3.8 0.0 0.0 1.3 5.1 

                                          単位:％ 

 

 

Ｑ３１．現在、「心の病」のため１ヶ月以上休業している従業員はいますか。 

  該当するもの１つに○をつけて下さい。  

    全体 いる いない わからない 不明 

  全体 100.0 58.5 37.2 2.8 1.4 

1,000人未満 100.0 33.6 62.6 1.9 1.9 

1,000～2,999人 100.0 59.6 37.1 3.4 0.0 規
模 

3,000人以上 100.0 89.7 5.1 3.8 1.3 

                               単位:％ 
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1.4

47.8

38.6

25.6

23.7

4.3

3.9

3.4

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

職場の人間関係に関すること

仕事に関すること

精神の健康に関すること

身体の健康に関すること

自分の性格に関すること

その他

夫婦関係に関すること

子供の教育・しつけに関すること

親子関係に関すること

ｎ=207ＳＱ２．相談の内容について、多いもの２つに○をつけて下さい。

 

２．メンタルヘルスへの取り組み ～その考え方と実状～ 

 

Ｑ１２．貴社では、従業員のメンタルヘルスの取り組みの基準をどこに置いていますか。 

  貴社の考え方に最も近いもの１つに○をつけて下さい。     

    

全体 

職場の

中で最

もスト

レスに

弱い人 

職場の

中で平

均的ス

トレス

耐性の

人 

労働

時間 

仕事

量 

業務内

容（仕

事の

質） 

予算の

範囲内

ででき

ること 

基準を

置いて

いない 

その他 
不

明 

  全体 100.0 10.3 14.2 7.8 1.4 9.2 8.2 44.7 3.2 1.1 

1,000人未満 100.0 7.5 9.3 11.2 1.9 12.1 6.5 46.7 2.8 1.9 

1,000～2,999人 100.0 11.2 15.7 7.9 1.1 7.9 9.0 44.9 2.2 0.0 規
模 

3,000人以上 100.0 12.8 19.2 3.8 1.3 7.7 9.0 41.0 5.1 0.0 

                                          単位:％ 

 

 

Ｑ１０．貴社におけるメンタルヘルスの取り組みの考え方に    

     最も近いもの１つに○をつけて下さい。     

    

全体 

不調者・病

人の早期

発見・早期

治療 

疾病予

防・健康

の保持

増進 

不調

者・病

人の復

職支援 

労災、

事故

等の

対策 

従業員・

組織の生

産性向上 

企業の

責務 
その他 

不

明 

  全体 100.0 41.8 29.4 3.9 3.2 15.2 4.3 1.4 0.7 

1,000人未満 100.0 34.6 30.8 3.7 5.6 18.7 3.7 1.9 0.9 

1,000～2,999人 100.0 48.3 24.7 5.6 1.1 15.7 3.4 1.1 0.0 規
模 

3,000人以上 100.0 46.2 34.6 1.3 1.3 7.7 6.4 1.3 1.3 

                                          単位:％ 
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Ｑ１５．メンタルヘルスが悪化した場合、企業にどのような影響を与えると思いますか。 

  最も近いもの１つに○をつけて下さい。    

    
全体 

生産性

の低下 

労災・事故等の

リスク発生 

従業員満足度

の低下 

製品・サービスの

質の低下 
その他 不明 

  全体 100.0 53.9 27.3 10.6 5.3 1.8 1.1 

1,000人未満 100.0 43.0 31.8 15.0 8.4 0.9 0.9 

1,000～2,999人 100.0 57.3 25.8 7.9 4.5 4.5 0.0 規
模 

3,000人以上 100.0 64.1 23.1 9.0 2.6 0.0 1.3 

                                          単位:％ 

 

 

 

＊生産性とメンタルヘルスに関する一考察 

（ＪＭＩ健康調査による分析） 

 

３．「生産性とメンタルヘルス」の関係は、影響大 

 

 

 

・｢自分の仕事｣、｢職場｣、｢会社｣の生産性は向上している、していないに関する分析 

（精神領域） 

 

自分YES

職場YES

会社YES

全部YES

自分NO

職場NO

会社NO

全部NO

質問項目別　応答（精神領域）

得

 点
　
↓
　
良

 好

30

35

40

45

50

55

60

65

70

抑うつＲ
偏倚Ｒ

強迫Ｒ
不安Ｒ

爆発Ｒ
気分不安定Ｒ

嗜癖性Ｒ

産業人平均
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＊｢自分の仕事｣、｢職場｣、｢会社｣の生産性は向上している、していないに関する分析 

（職場領域） 

 

 

自分YES

職場YES

会社YES

全部YES

自分NO

職場NO

会社NO

全部NO

質問項目別　応答（職場領域）

得

 点
　
↓
　
良

 好

30

35

40

45

50

55

60

65

70

仕事への適応感
上司との関係

同僚との関係
帰属意識

負担感のなさ
仕事への意欲

仕事の正確度
評価への満足感

将来への希望
社会的無責任Ｒ

産業人平均

 

 

 

＊｢自分の仕事｣、｢職場｣、｢会社｣の生産性についての応答率 

（ＪＭＩ健康調査による分析） 

 

 

質問項目別　応答率（生産性は向上している）

応
答
率
（
％
）

56.1

41.8

35.7

43.9

58.2

64.3

30

35

40

45

50

55

60

65

70

自分の仕事：はい
職場：はい

会社：はい
自分の仕事：いいえ

職場：いいえ
会社：いいえ

 

以 上 


